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はじめに 
原村における星空のイルミネーション事業は、⻑年、⾏政主導で実施されてきました。

2026 年度より、本事業は⼀般社団法⼈原村観光局の管轄となり、その進め⽅そのものを新

しい形へと組み直していきます。 

これまでのように「予算をいかに使うか」ではなく、「ビジョンを実現するために、企画を

⽴て、必要な資源を集め、持続的に育てていく」事業へ。原村観光局は、その第⼀歩として

このコンペを実施します。 

予算ありきではなく、企画ありき。誰かに任せるのではなく、主体的に動く⼈が中⼼となる

事業。⼀過性のイベントではなく、地域の資産として蓄積されていく事業̶̶その実現のた

めに、皆さまから企画を募集します。 

1. 背景と⽬的 
本コンペは、原村観光局が新しいモデルとして掲げる「ビジョン優先・主体性重視・持続性

志向」の事業運営を実現するための最初のプロセスです。 

原村観光局は、⾃ら事業を実施する⽴場ではなく、地域の事業者・団体・個⼈が主体的に企

画・実⾏する事業を、プラットフォームとして⽀援する⽴場を取ります。資⾦調達・広報・

場所と権利の確保・関係者調整など、個別ではできない機能を観光局が担い、企画と実⾏の

主体となる⼈をその下に集めます。 

「星空のイルミネーション事業」は、⼋ヶ岳⾃然⽂化園を拠点として、原村の⾃然資源と⽂

化資源を最⼤限に活かしながら、来訪者に独⾃の体験を提供し、かつペンションビレッジや

⼋ヶ岳農業⼤学校など、周辺にも波及効果を⽣める事業として育てていきたいと考えていま

す。そのための中核となる企画と、それに連なる連携企画を、ここから募集します。 



2. 募集する企画 

（1） 中核事業案 ̶ 1 件採⽤予定 
「星空のイルミネーション事業」全体の核となる企画案。⼋ヶ岳⾃然⽂化園を拠点として、

期間・規模・基本コンセプト・実⾏体制を含む全体構想を提案してください。中核事業の責

任者は、観光局の「イルミネーション部会（仮称）」の責任者として、事業全体のマネジメ

ントを担っていただきます。 

（2） 連携企画案 ̶ 複数件採⽤可 
中核事業に⾁付けする形で実施する周辺企画。または、中核事業と連動して観光体験を豊か

にする企画。単独で完結する案でも、中核案と連動する案でも構いません。連携企画の責任

者は、部会のメンバーとして参画していただきます。 

（参考例） 

Ø 天体観望会、星空ガイドツアー 

Ø 星空写真ワークショップ 

Ø 夜の⾷事プラン、ナイトカフェ 

Ø 宿泊との連動企画 

Ø ⼦ども向け体験プログラム 

Ø グッズ・お⼟産企画 

Ø アート・⾳楽との融合企画 

Ø その他、企画者の発想による多様な企画 

3. 観光局が⼤切にする考え⽅ 
● 予算ありきではなく、ビジョン・企画ありきで発想する 

● 主体的に動く⼈が中⼼となる事業設計 

● 持続性と⾃⾛化を⽬指す（観光局はそれを⽀える） 

● ⼀過性のイベントではなく、地域に蓄積する仕組みを作る 

● 「参加できる仲間が増えていく」事業を理想とする 

● ⼋ヶ岳⾃然⽂化園を拠点として、周辺への波及効果も⽣める事業 

● 観光局は⿊⼦として、実⾏を⽀える役割を担う 



4. 審査基準 
以下の 5つの観点から審査します。 

（1） ビジョンとの整合性 
観光局の⽬指す⽅向性と、企画の⽬的・コンセプトが⼀致しているか。 

（2） 主体性・実⾏体制 
誰が責任を持って動くかが明確か。提案者⾃⾝が主体的に関わる意思があるか。 

（3） 収益化への道筋 
短期的には⾚字でも、中期的に⾃⾛できる設計があるか。価格設定や収⼊の⾒⽴てが合理的

か。 

（4） 地域への波及効果 
他の事業者・住⺠が参加できる余地があるか。地域経済への還元が⾒込めるか。 

（5） 持続性 
⼀回で終わらず、翌年以降も続けられる設計か。ノウハウや資産が地域に残るか。 

5. 観光局からの⽀援メニュー 
採⽤された企画には、以下の⽀援を提供します。応募の際は、このうちどの⽀援を必要とす

るかを企画書内に明⽰してください（必要に応じて、ここに記載のない⽀援も相談可能）。 

（1） 場所・権利の確保 
‒ ⾏政との交渉、⼟地・施設の使⽤許可取得 

‒ 各種許認可の取得サポート 

（2） 資⾦調達⽀援 
‒ 補助⾦獲得のサポート 

‒ スポンサー獲得の仲介 

‒ クラウドファンディングの設計⽀援 

（3） 広報・告知 
‒ 観光局公式チャネル（SNS等）での発信 

‒ メディアへのプレスリリース 

‒ 会員ネットワークを通じた周知 



（4） 共有資産の提供 
‒ 観光局が保有する道具・設備の貸与 

‒ データ・ノウハウの提供 

（5） 連携仲介 
‒ ⾏政・他団体・関連事業者との橋渡し 

（6） 旅⾏業（取得予定）を活⽤した商品化 
‒ 観光局名義での観光商品化・販売 

‒ 旅⾏業（取得予定）を活かしたパッケージ展開 

（7） 経理・事務サポート 
‒ 必要に応じた経理処理・事務処理の代⾏ 

6. 応募資格 
● 個⼈・法⼈・団体・有志グループのいずれでも可 

● 原村観光局会員でなくても応募可（採⽤後の会員加⼊を推奨） 

● 原村・⼋ヶ岳エリアに拠点を持つ、または本事業に深く関わる予定であること 

● 主体的に動く意思があること 

7. 応募⽅法・必要書類 

（1） 必要書類 
● 企画書（A4・形式⾃由・5 枚程度を⽬安） 

● 実⾏体制図 

● 予算案（収⼊の⾒⽴て・⽀出の⾒⽴て） 

● 応募者プロフィール 

（2） 企画書に含めるべき要素 

● 企画名・コンセプト 

● 何を実現したいか（ビジョン・狙い） 

● 来訪者にどんな体験を提供するか 

● 実⾏体制（責任者・主要メンバー） 

● 期間・規模感 



● 予算案 

● 収益化への道筋 

● 観光局に期待する⽀援内容 

（3） 提出⽅法 

以下の GoogleFormからご提出ください。  

https://forms.gle/TATsjEbwbqHqmBtNA 

8. スケジュール 
● 2026 年 5 ⽉ 26⽇（⽕）：企画コンペ 応募要項公開 

● 2026 年６⽉７⽇（⽇）23:59：応募締切（GoogleFormで提出） 

● 2026 年６⽉８⽇（⽉）〜12⽇（⾦）：⼀次審査（書類選考） 

● 2026 年６⽉ 13⽇（⼟）〜19⽇（⾦）：⼆次審査（プレゼンテーション） 

● 2026 年 6⽉ 24 ⽇（⽔）：結果発表 

● 2026 年 6⽉下旬〜：採⽤企画の体制構築・打合せ・事業準備 

● 事業実施時期：採⽤企画に応じて協議のうえ決定 

9. 審査体制 
● ⼀次審査：観光局理事＋外部有識者による書類選考 

● ⼆次審査：⼀次審査通過者によるプレゼ（1企画あたり 10〜15分程度を想定） 

● 最終決定：観光局理事会 

10. 採⽤後の流れ 
中核事業に採⽤された企画の責任者は、観光局の「イルミネーション部会（仮称）」の責任

者となり、事業全体のマネジメントを担います。連携企画に採⽤された⽅は、部会のメンバ

ーとして参画していただきます。 

観光局と委託契約を締結し、本要項に記載した⽀援メニューが発動します。部会メンバーは

無報酬で部会活動に参加する代わりに、本事業の実⾏を観光局より委託される構造となりま

す。これにより、メンバーは⾃社の事業として持続的な成⻑機会を得ることができます。具

体的な委託料・予算配分は採⽤後に協議のうえ決定します。 



11. 予算について 
本コンペでは、予算規模をあらかじめ明⽰していません。これは「予算ありき」ではなく

「企画ありき」で発想していただくためです。応募者には、必要となる予算を企画案に応じ

てご提案いただきます。 

観光局として確保している予算と、追加で獲得を⽬指す予算（補助⾦・スポンサー・旅⾏業

を活⽤した収⼊等）を組み合わせ、採⽤企画との協議のうえ最終的な予算枠を決定します。 

12. 注意事項 
● 不採⽤となった企画の内容は、応募者の同意なく他の事業へ流⽤することはありま

せん 

● 採⽤された企画でも、観光局および部会との協議のうえ内容調整を⾏う場合があり
ます 

● 本事業は採算性を視野に⼊れた事業ですが、初年度から⿊字化を求めるものではあ
りません 

● 詳細な条件は、採⽤後の協議のなかで決定します 

13. 問い合わせ先 
⼀般社団法⼈ 原村観光局 

l 住所：⻑野県諏訪郡原村 17217-1613 ⼋ヶ岳⾃然⽂化園内  

l 電話：0266-79-7072  

l メール：contact@haramura.jp  

l SNS[IG]：@haramura_dmo 

 

皆さまからのご提案を、⼼よりお待ちしております。 

⼀般社団法⼈ 原村観光局 


